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12月17日から21日まで、世界冬の都市市長会誕生の
地「札幌」で、記念すべき20回目となる世界冬の都市
市長会議とその関連イベントを開催し、一連の日程を
無事に終了することができました。
札幌には、会員都市をはじめとする ８か国21都市・
団体の皆様にお越しいただき、会議では有意義な議論
が交わされたほか、様々な関連行事を通じて、絆を深
める交流ができたと考えております。
今回の市長会議のメインテーマは、「冬の都市の新
たな可能性～持続可能な社会の実現～」であり、持続
可能な社会を目指す中で、冬の都市の新たな可能性と
して、どのようなものがあるのか、参加都市の皆様に
取組事例を発表していただき、議論を深めるとともに、
冬の都市のみが持ち得るまちづくりの魅力を世界に向
けて発信するよい機会となりました。
また、市長会の会員都市や会議参加都市をP Rする

「2024ウインターシティーズ・ショーケース」や、近
年市長会議において主要なテーマとなっている地球環
境に関する講演を行った「冬の都市フォーラム」、札
幌国際芸術祭との連携企画展、そして会員都市の企業
と交流を図る「ビジネス交流会」には、多数の札幌市
民や企業の皆様にご来場・ご参加いただきました。世
界冬の都市市長会の活動や国際交流への理解を深める
機会となりましたら、幸いでございます。
今後とも、市長会議開催によって得られた知恵や経
験を生かして、世界の冬の都市、そして札幌が共に未
来に向かって持続可能な社会を実現していくことが大
切であると思います。
最後に、第20回世界冬の都市市長会議を開催するた
め、温かいご支援とご協力をいただきました多くの皆
様に心から感謝を申し上げます。

第20回世界冬の都市市長会議を終えて

世界冬の都市市長会会長

札幌市長　秋元　克広
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第20回世界冬の都市市長会議

ダイジェスト



「冬の都市の新たな可能性～持続可能な社会の実現～」を
メインテーマに、 8か国21都市・団体が参加し議論をかわしました。
2024年12月17日から21日にかけて「第20回世界冬の都市市長会議」および関連イベントを開催しました。札幌市での開
催は2016年以来 8年ぶりです。
会議には 8か国21都市・団体から約100名が参加し、持続可能な社会の実現に向け、冬の都市の新たな可能性などにつ
いて活発な議論が行われました。
また、関連イベントとして会員都市や参加都市を紹介するP R展示「ウインターシティーズ・ショーケース」や札幌国
際芸術祭との連携企画展、ビジネス交流会を実施したほか、市民向けイベント「冬の都市フォーラム」も開催しました。

開会式1
日目

札幌市の秋元　克広市長による開会の挨拶

ロヴァニエミ市のウラキルシッカ・ヴァイ
ニオ市長による挨拶

会議参加者による記念撮影
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ファシリテーターは北海道大学の
高野伸栄教授（写真右）

発表者は前方の演壇でプロジェク
ターを使用して説明

ランチメニューはサラダ、メインディッシュ、デザートなどを提供 コーヒーブレイクにはコーヒーのほか北海道銘菓を提供

分科会①
分科会①では「冬の都市における都市開発」、「冬の都市に
おける環境施策」について発表や議論が行われました。

昼食会＆コーヒーブレイク
昼食とコーヒーブレイクの会場はレストランSORA。ここ
でも参加者の交流が生まれました。

札幌市長主催歓迎レセプション
札幌パークホテル 1階ザ・テラスルームにて札幌市長主催
の歓迎レセプションを開催しました。

環境保全に関する行動目標の中間報告
各都市が設定した「エネルギーの転換と削減に関する取り
組み」、「大気汚染などに関する環境保全の取り組み」に関す
る行動目標についての報告をロヴァニエミ市、札幌市、麟蹄
郡、太白市、長春市が行いました。

第20回世界冬の都市市長会議
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2
日目

ファシリテーターは北海道大学のエデル
ヘイム・ ヨハン教授（写真中央）

ファシリテーターは北海道大学　サウナワーラ・ユハ准教授

分科会②
分科会②では「冬の都市における観光施策」について発表や議論が行われました。

政策研究会①
政策研究会①では「冬を活かした文化芸術」について発表や
議論が行われました。

政策研究会②
政策研究会②では「冬の都市におけるエネルギー」について
発表や議論が行われました。
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昼食会＆コーヒーブレイク

CityNet及びアルマティ市からの発表
持続可能な開発を推進する国際ネットワーク「CityNet（シ
ティネット）」及びそのメンバーであるカザフスタンのアル
マティ市からの発表が行われました。

特別テーマ 
「冬の都市におけるGX」に関する講演
札幌・北海道が進めているGXに関する取組の紹介、デン
マーク大使館や北海道大学からの講演が行われました。

世界冬の都市市長会会長主催レセプション
札幌パークホテル 3階エメラルドにて世界冬の都市市長会
会長主催のレセプションを開催しました。

交流しながらランチやコーヒーブレイクを楽しみ
ました

第20回世界冬の都市市長会議
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3
日目

都市間連携発表・北海道大学学生発表
札幌市とウランバートル市の都市間連携に関する発表と、北海道大学新渡戸カレッジの学生による
冬の都市におけるまちづくりの発表が行われました。

全体会議・閉会式
秋元市長からの総括に続き、「札幌宣言」と「第20回世界冬の都市市長会議
決議」が採択され、 3日間の会議が終了しました。

ランチ
3 日間のランチは異なるメニューを工夫して提供しました。
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記者会見
秋元市長からの会議総括、会員都市代表からのコメントを発表
した後、質疑応答を行いました。

視察
午後からは市内の各施設やイベントを視察しました。

▲さっぽろホワイトイルミネーション

世界冬の都市市長会×札幌国際芸術祭「札幌の冬を変える！札幌国際芸術祭の10
年を振り返る」の展示会場の視察も行いました

水素ステーション▲

［写真提供：広報課］ ［写真提供：広報課］

第20回世界冬の都市市長会議
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札幌駅前通地下広場（チ・カ・ホ）にて、12月19日から21日まで開催した「2024ウイン
ターシティーズ・ショーケース」では、会員都市や参加都市を紹介するPR展示などを実
施しました。

ウインター
シティーズ・
ショーケース

さっぽろ羊ヶ丘展望台とジンギスカンのランチ福山醸造見学

▲ �大倉山ジャンプ競技場ジャンプ台から
望む札幌市

▲札幌オリンピックミュージアムの見学

▲ �白い恋人パーク見学

和風居酒屋で乾杯

▲

エクスカーションでは日本伝統の醸造
技術を学び、大倉山ジャンプ競技場や
さっぽろ羊ヶ丘展望台などの市内施設を
見学したほか、ジンギスカンなどのグル
メを味わい、参加者は札幌の冬を満喫し
ました。

エクス
カーション

［写真提供：広報課］ ［写真提供：広報課］
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世界冬の都市市長会議にあわせて、モンゴル国企業とのビジネス交流会が開催されまし
た。
モンゴル企業が北海道で行っているビジネス事例、北海道企業がモンゴルで行っている
ビジネス事例の紹介をしたあと、個別に交流を行いました。

事例紹介を熱心に聴く参加者

札幌市経済観光局　経済戦略推進
課 菊田　昭子課長の挨拶

在札幌モンゴル国名誉領事館  
名誉領事　竹内　一秋様の挨拶

ウランバートル市上下水道局長　
トゥルフー・ツォグトサイハン様
の挨拶

株式会社ファームズ千代田代表取
締役　アブガンドロージン・アバ
ラゼデ様の事例発表

交流会風景

ビジネス
交流会

第20回世界冬の都市市長会議
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12月21日に共済ホールで「冬の都市フォーラム」が開催されました。秋元市長が世界冬
の都市市長会の紹介を行ったのち、東京海洋大学名誉博士・客員教授のさかなクンによる
地球環境に関する講演が行われました。

冬の都市
フォーラム

秋元市長による市長会の紹介

ロビーには「世界冬の都市市長会」を紹介
するパネルを展示

秋元市長とさかなクンの楽しい掛け合いもありました

さかなクンによる講演「冬のお魚と地球環境」
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第20回世界冬の都市市長会議　概要
≪会　期≫　

2024年12月17日（火）～21日（土）

≪会　場≫　

札幌コンベンションセンター　他

≪主　催≫　

札幌市／世界冬の都市市長会

≪テーマ≫

メインテーマ：冬の都市の新たな可能性～持続可能な社会の実現～
特別テーマ：冬の都市におけるGX（グリーントランスフォーメーション）
サブテーマ：冬の都市における環境施策、冬の都市における都市開発、冬の都市における観光施策
ト ピ ッ ク：冬を活かした文化芸術、冬の都市におけるエネルギー

≪主な会議プログラム≫

①分科会
�各都市が、サブテーマに関する事例発表・議論を実施。

②政策研究会
�行政実務者のほか、企業や学術研究者等が参加し、トピックに関する事例発表・議論を実施。

③特別テーマ「冬の都市におけるGX」に関する講演
�札幌・北海道が進めているG Xに関する取組を紹介、共有し、冬の都市に共通するエネルギー課題について考える機会
とするため、デンマーク大使館や北海道大学などの関係者より講演を実施。

参加会員都市数　 ５か国 ７都市

国 都市 参加代表者 役職

中国 １ 長春 黄　显威 生態環境局中国共産党組織メンバー、副局長

フィンランド １ ロヴァニエミ ウラキルシッカ・ヴァイニオ 市長

日本 １ 札幌 秋元　克広 市長

モンゴル １ ウランバートル ニャムバートル・ヒシゲー 市長

韓国 ３

華川（ファチョン） ジ　ギソン 副郡首

麟蹄（インジェ） パク　ヒョンボン 副郡首

太白（テベク） ジョン　インスク 経済局長

第20回世界冬の都市市長会議
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その他参加数　 ８か国 ９都市・団体

国 都市・団体

中国 １ 北京（アーキシティ）

フィンランド １ タンペレ

フランス １ アンギャン＝レ＝バン

日本 ２ 福岡市、北海道大学

カザフスタン １ アルマティ

モンゴル １ モンゴル商工会議所

韓国 １ CityNet（シティネット）事務局

スウェーデン １ ストックホルム（ベースロードパワー）

オンラインオブザーバー参加都市数　 ２か国 ６都市・団体

合計　 ８か国21都市・団体（約100名）

≪夕食≫

■札幌市長主催歓迎レセプション
日時：2024年12月17 日（火）19：00～
会場：札幌パークホテル1F ザ・テラスルーム

■世界冬の都市市長会会長主催レセプション
日時：2024年12月18日（水）19：00～
会場：札幌パークホテル３F エメラルド

≪市内視察・エクスカーション≫

■市内視察
日時：2024年12月19日（木）14：00～20：00
視察コース：水素ステーション→チ・カ・ホ [札幌駅前通地下広場]→札幌市民交流プラザ→鶴雅ビュッフェダイニング札
幌（夕食）→さっぽろホワイトイルミネーション／ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo

■エクスカーション
日時：2024年12月20日（金） 9 ：３0～19：00
エクスカーションコース：福山醸造→さっぽろ羊ケ丘展望台（昼食）→大倉山ジャンプ競技場→白い恋人パーク→海鮮家
はこだて本店（夕食）
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≪関連イベント≫

■2024ウインターシティーズ・ショーケース
日時：2024年12月19日（木）15：00～19：00
　　　　　　12月20日（金）11：00～19：00
　　　　　　12月21日（土）11：00～17：00
会場：札幌駅前通地下広場（チ・カ・ホ）憩いの空間［W］
内容：会員都市や市長会議参加都市を紹介するPR展示など
主催：札幌市、世界冬の都市市長会

■世界冬の都市市長会×札幌国際芸術祭「札幌の冬を変える！札幌国際芸術祭の10年を振り返る」
日時：2024年12月16日（月）18：00～20：00（プレオープン）
　　　　　　12月17日（火）12：00～20：00
　　　　　　12月18日（水）12：00～20：00
　　　　　　12月19日（木）12：00～18：00
会場：札幌市民交流プラザ（中央区北 1 西 1 ）SCARTS 1 階モールA・B
内容：札幌国際芸術祭（SIAF）の歴史と、冬に展開したプログラムを紹介。
主催：札幌国際芸術祭実行委員会、札幌市

■ビジネス交流会
日　　時：2024年12月18日（水）セミナー　13：00～15：00　
　　　　　　　　モンゴル企業との交流会　15：00～16：30
会　　場：札幌コンベンションセンター107、108会議室
内　　容：モンゴルと北海道のビジネスの状況を紹介。交流会も開催。
参加者数：44団体75名（日本側36団体58名、モンゴル側 8 団体17名）
主　　催：札幌市、世界冬の都市市長会、札幌商工会議所
協　　力：在札幌モンゴル国名誉領事館、独立行政法人国際協力機構（JICA）

■冬の都市フォーラム
日　　時：2024年12月21日（土）14：00～16：00（受付：13：00～13：50）
会　　場：共済ホール（中央区北 4 西 1 ）
内　　容：東京海洋大学名誉博士・客員教授のさかなクンによる地球環境に関する講演など。
参加者数：427人
主　　催：札幌市、世界冬の都市市長会

第20回世界冬の都市市長会議
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≪会議日程≫

■12月17日（火）

10：00 総会（会員都市向け）

11：00～11：20 開会式
　開会あいさつ（札幌市長）、参加都市の紹介　等

11：20～11：30 記念撮影
11：30～13：30 （昼食）　※個別会談も実施

13：30～16：00

分科会①
サブテーマ：冬の都市における都市開発
（ １）【日本・札幌市】冬のウォーカブルシティ推進の取組
（ ２）【フィンランド・タンペレ市】�冬のウォーカブル・シティ�

～デジタル・ツインズを活用し、人間主導で～
（ ３）【韓国・華川郡】冬の都市のGX　四季が調和を保ち共存する華川の経済活動
（ ４）【韓国・麟蹄郡】気候レジリエンスのための麟蹄郡の冬の戦略的開発
サブテーマ：冬の都市における環境施策
（ １）【日本・札幌市】札幌の未来を拓く脱炭素の取組
（ ２）【モンゴル・ウランバートル市】ウランバートル市の環境課題

16：00～16：30 （コーヒーブレイク）
16：30～17：00 環境保全に関する行動目標の中間報告

■12月18日（水）

10：00～12：00

分科会②・政策研究会①
サブテーマ：冬の都市における観光施策
（ １）【フィンランド・ロヴァニエミ市】通年観光地としてのロヴァニエミ
（ ２）【韓国・�太白市】太白の冬季観光
トピック：冬を活かした文化芸術
（ １）【中国・長春市】長春　冬季観光の発展
（ ２）【フランス・アンギャン＝レ＝バン市】�持続可能な社会を実現する原動力としての都市ネットワー

クと文化
（ ３）【日本・札幌市】札幌国際芸術祭

12：00～13：45 （昼食）　※個別会談も実施

13：45～14：30
政策研究会②
トピック：冬の都市におけるエネルギー
（ １）【日本・札幌市（北海道大学）】札幌市・ウランバートル市の都市間連携事業による学術協力
（ ２）【スウェーデン・ストックホルム市（Baseload�Power）】地熱業界の機会と課題について

14：30～15：00 （コーヒーブレイク）

15：00～16：30

特別テーマ「冬の都市におけるGX」に関する講演
（ １）札幌市長あいさつ
（ ２）【札幌市】日本の再エネ供給基地と金融センターを目指して
（ ３）【デンマーク大使館】デンマークにおけるGX
（ ４）【北海道大学】北海道大学が取り組むGX（グリーントランスフォーメーション）

16：30～17：00
シティネット及びアルマティ市からの発表
（ １）【シティネット】シティネットの紹介
（ ２）【カザフスタン・アルマティ市】アルマティ�-�環境課題

■12月19日（木）

10：00～10：40
都市間連携発表及び北海道大学学生発表
（ １）札幌市とウランバートル市の都市間連携に関する発表
（ ２）北海道大学学生からの発表

10：40～11：30

全体会議・閉会式
（ １）会議総括（札幌市長）
（ ２）札幌宣言及び札幌市長会議決議の採決
（ ３）会議参加者からのあいさつ、会議の感想
（ ４）閉会のあいさつ（札幌市長）

12：00～12：30 記者会見（報道機関向け）
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第20回世界冬の都市市長会議のメインテーマは「冬の都市の新たな可能性～持続可能な
社会の実現～」であり、会議運営においてもサステナビリティ（持続可能性）に配慮した
下記の取組を実施しました。

■環境負荷の削減、ペーパーレス化
・資料はデジタル化し、タブレットやPCで共有。

■CO2の削減、抑制
・再生可能エネルギー電力を使用する会場を使用。
・�対面とオンライン形式を併用することで、物理的な移動を削減。
・�地産地消の食材を活用：輸送によるCO₂排出を削減し、地域経済を支援。

■廃棄物の削減、リユーザブルな備品
・飲食等の提供時に出た廃油を転換し発電に活用。
・繰り返し利用が可能なマイボトルや食器などを推奨。

■ダイバーシティへの配慮
・�植物性（ベジタリアン・ビーガン対応含む）メニュー、ハラルメニュー等を提供。

■地域社会に好影響を残す取組の実施
・�開催地の環境課題解決をテーマとした市民向けイベントを開催。
・�開催地の文化をレセプションのアトラクションとして紹介。

■情報発信
・�会議参加者に向けて、サステナビリティに関する取組を説明。

取組事例 １ �廃油のアップサイクル
レセプションの食事準備・提供の過程で出た廃油
をバイオディーゼルに転換し、同時期に市内・大通
公園で開催されていたさっぽろホワイトイルミネー
ションの発電に活用。
会場となったホテルをはじめとした関係事業者の
取組に関する理解により、スムーズに実施ができた。

取組事例 2 �サステナブルな記念品
フェアトレードタウンである札幌市ならではの記
念品としてフェアトレードコットンを使用したコン
グレスバッグや繰り返し利用が可能なステンレスボ
トル・竹製カトラリーなど、サステナブルな記念品
を作成。

サステナブル
な会議運営

廃油を回収開催ホテル＆
系列ホテル 工場で加工

発電

コングレスバッグ ステンレスボトルと竹製カトラリー

第20回世界冬の都市市長会議
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「世界冬の都市市長会」は、“冬は資源であり、財産である”というスローガンのもと、
世界中の冬の都市が集まり、冬の技術や経験、まちづくりの取り組みを学び合うためのネッ
トワークです。
かつては、北方都市会議と呼ばれ、1981年に札幌市が提唱し、翌年、第 1回の市長会議
を開催したのが始まりです。2004年には、さらなる発展を目指し、名称を「世界冬の都市
市長会」に変更しました。
冬の都市の市長が一堂に会し、快適な冬のまちづくりに有益な情報や技術を共有しなが
ら、地球環境問題のように世界が協力しなければならない課題にも、国際社会の一員とし
て取り組んでいます。

積雪寒冷という同じ環境にある海外都市とのこうした交流が、それぞれの都市にとって有形・無形の財産を築くことに
つながっています。

会員都市　 9カ国22都市（2024年12月現在）

国名 都市名

カナダ エドモントン、ウィニペグ

中国 長春、大慶、ハルビン、ジャムス、吉林、鶏西、牡丹江、チチハル、瀋陽

エストニア ヴィームシ

フィンランド ロヴァニエミ

日本 札幌

モンゴル ウランバートル

韓国 華川、麟蹄、太白

ロシア マガダン、ノリリスク、ノボシビルスク

アメリカ アンカレッジ

世界冬の
都市市長会
（WWCAM）

とは
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開会式  日時：2024年12月17日（火）11：00～11：20
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

あいさつ
� 札幌市長　秋元　克広
札幌市長の秋元克広でございます。皆様、ようこそ札幌へお越しくださいました。
札幌市民1９7万人を代表いたしまして、心より皆様を歓迎いたします。
「世界冬の都市市長会」は、“冬は資源であり、財産である”というスローガンの
もと、世界中の冬の都市が集まり、冬の技術や経験、まちづくりの取組を学び合う
ことを目的とした国際ネットワークです。
1９８2年の第 1回にはじまり、原則 2年に 1度開催される「世界冬の都市市長会議」では、各都市の市長が自らまちづく
りに関する取組を紹介し、市長同士が率直に意見交換することができる貴重な機会となっています。　
この度の市長会議は記念すべき第20回目となりますが、新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越えて、多くの都市が
一堂に会し、ここ札幌で開催できますことを大変喜ばしく、また光栄に思っております。
今回の会議テーマは、「冬の都市の新たな可能性～持続可能な社会の実現～」でございます。
昨年 ５月から、私の札幌市長として ３期目の任期が始まり、札幌市が目指すべき都市像を「『ひと』『ゆき』『みどり』
の織りなす輝きが、豊かな暮らしと新たな価値を創る、持続可能な世界都市・さっぽろ」と掲げ、実現に向けて様々な取
組を具体化しているところです。
今回の会議では、各会員都市の皆様とともに、持続可能な社会の実現に向け、冬の都市の新たな可能性などについて議
論を交わすことを大変楽しみにしております。会議を通じて得られた知見が、それぞれの都市での快適なまちづくりに繋
がりますことを期待しております。
市長会誕生の地である札幌から、我々、冬の都市が新たな一歩を踏み出していくことを大いに祈念いたしまして、私か
らの開会のご挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

� ロヴァニエミ市長　ウラキルシッカ・ヴァイニオ
秋元札幌市長、冬の都市の仲間の皆さん、また札幌に集うことができ、会議のは
じめに皆様にご挨拶できることを、大変嬉しく思います。今回フィンランドのロヴァ
ニエミを発つと、美しいオーロラが日本の札幌まで私を案内してくれました。そう
して到着し、今皆さん全員が強い一体感を感じているのがわかります。
この強いつながりは、北国の精神に根差しているのだと思います。冬の静けさと
美しさが、国も文化も超えて私たちを結び付けているのでしょう。雪に覆われた風
景、空気がひんやりと澄んだ夜、空を彩る鮮やかな色。そうしたものが、冬の都市を他にはない形でつないでいます。勿
論このネットワークの都市には、寒冷な気候がもたらす困難や機会によって形作られた物語、伝統、生活様式など、それ
ぞれの冬の遺産があります。
私たちの冬の都市には沢山の共通点があります。お互いから学び合う姿勢もその一つです。機知に富み、打たれ強い私
たちは、自然がその力を大いに振るう環境の中でも活力を生み出すことができます。この精神は、北極圏の技術革新、環
境と調和する建築や持続可能な開発におけるリーダーシップに見ることができます。
今回の会議のテーマ、「冬の都市の新たな可能性～持続可能な社会の実現～」は、年間を通した持続可能な観光、アク
セスしやすい都心部や、環境政策・解決策など、タイムリーで普遍的なトピックについて話し合う機会を提供してくれま
す。
札幌市、そしてこの会議の開催に関係する皆様にお礼申し上げます。この会議は間違いなく成功し、私たちに今日、そ
して未来の協力の機会を与え、約束するものとなるでしょう。
最後になりますが、すでに今年の準備に忙しくしているサンタクロースから皆様へのあたたかいご挨拶をお伝えします。
実りあるセミナーと、楽しいホリデーシーズンをお祈りいたします！
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分科会①  日時：2024年12月17日（火）13：30～16：00
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

サブテーマ：冬の都市における都市開発
サブテーマ：冬の都市における環境施策

ファシリテーターの進行で、サブテーマ「冬の都市における都市開発」について 4都市が、サブテーマ「冬の都市にお
ける環境施策」について 2都市が発表を行い、その後ディスカッションが行われました。

■ファシリテーター　プロフィール

高野　伸栄（たかの しんえい）

北海道大学大学院工学研究院 土木工学部門社会資本計画学研究室　教授

専門は交通計画・都市地域計画・建設マネジメント。札幌市においては、元都
市計画審議会会長であり、現在、（仮称）第 3次都心まちづくり計画検討会　居
心地が良く歩きたくなる都心まちづくり検討部会長。

サブテーマ：冬の都市における都市開発
（ １ ）日本・札幌市

�冬のウォーカブルシティ推進の取組

発表者：市長　秋元　克広

（ ２ ）フィンランド・タンペレ市

冬のウォーカブル・シティ～デジタル・ツインズを活用し、人間主導で～

発表者：�開発部長　アンニーナ・アゥテロ

第20回世界冬の都市市長会議
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（ ３）韓国・華川郡

冬の都市のGX（グリーントランスフォーメーション） 
四季が調和を保ち共存する華川の経済活動

発表者：副郡首　ジ・ギソン

（ ４）韓国・麟蹄郡

気候レジリエンスのための麟蹄郡の冬の戦略的開発

発表者：副郡首　パク・ヒョンボン

サブテーマ：冬の都市における環境施策
（ １）日本・札幌市

札幌の未来を拓く脱炭素の取組

発表者：市長　秋元　克広

（ 2）モンゴル・ウランバートル市

ウランバートル市の環境課題

発表者：市議会議員　
　　　　イフバヤル・ダシニャム
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環境保全に関する行動目標の中間報告 日時：2024年12月17日（火）16：30～17：00
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

前回のロヴァニエミ市長会議では、「エネルギーの転換と削減に関する取り組み」と「大気汚染などに関する環境保全
の取り組み」の 2つについて、各都市が可能な範囲で数値目標を設定し、今回の札幌市長会議でそれぞれの取組結果を報
告することを決議しました。これに基づきロヴァニエミ市、札幌市、麒蹄郡、太白市、長春市が行動目標に関する取組に
ついて中間報告・発表を行いました。

中間報告・発表
（ １ ）フィンランド・ロヴァニエミ市

�ロヴァニエミ市の環境保全に関する�
行動目標

発表者：市長　ウラキルシッカ・ヴァイニオ

（ ２ ）日本・札幌市

札幌市の環境保全に関する行動目標

発表者：環境局長　菅原　祐雄

（ 3 ）韓国・麟蹄郡

麟蹄郡の環境保全に�
関する行動目標の進捗

発表者：副郡首　パク・ヒョンボン

（ ４ ）韓国・太白市

再生可能エネルギーの供給拡大�

発表者：経済局長　ジョン・インスク

（ ５ ）中国・長春市

長春市の環境保護行動計画

発表者：生態環境局中国共産党組織メンバー、
　　　　副局長　ホァン・シエンウェイ

第20回世界冬の都市市長会議
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分科会②  日時：2024年12月18日（水）10：00～12：00（政策研究会①含む）
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

サブテーマ：冬の都市における観光施策

ファシリテーターの進行で、 2都市が発表を行い、その後ディスカッションが行われました。

■ファシリテーター　プロフィール

エデルヘイム・ ヨハン
北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院　教授

観光学に主眼を置いた人文・社会分野の研究や、哲学、文化論、観光論を組み
合わせた講座などをご担当されています。

サブテーマ：冬の都市における観光施策
（ １ ）フィンランド・ロヴァニエミ市

通年観光地としてのロヴァニエミ

発表者：市長　ウラキルシッカ・ヴァイニオ

（ ２ ）韓国・太白市

太白の冬季観光

発表者：経済局長　ジョン・インスク
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（ ２）フランス・アンギャン＝レ＝バン市

持続可能な社会を実現する原動力 
としての都市ネットワークと文化

発表者：�メディアアーツ分野コーディネーター
&�アンギャン＝レ＝バンアートセン
ターディレクター　ドミニク・ロラン

政策研究会①
�

トピック：冬を活かした文化芸術

政策研究会は行政実務者のほか、企業や学術研究者等が参加し、トピックに関する事例発表・議論を行うものです。分
科会②に引き続きエデルヘイム・ヨハン教授の進行で ３都市が発表を行い、その後ディスカッションが行われました。

トピック： 冬を活かした文化芸術
（ １）中国・長春市

長春　冬季観光の発展　 

発表者：長春市人民政府外事弁公室三級
　　　　主任科員　
　　　　ファン・ウェイジー

（ ３）日本・札幌市

札幌国際芸術祭

発表者：国際芸術祭担当部長�
　　　　片岡　泰

第20回世界冬の都市市長会議
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トピック：冬の都市におけるエネルギー
（ １ ）日本・札幌市

札幌市・ウランバートル市の都市間連
携事業による学術協力

発表者：北海道大学大学院工学研究院教授
　　　　森　太郎

政策研究会②  日時：2024年12月18日（水）13：45～14：30
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

 

トピック：冬の都市におけるエネルギー

ファシリテーターの進行で、 2 都市が発表を行い、その後ディスカッションが行われました。

■ファシリテーター　プロフィール

ユハ・サウナワーラ　
北海道大学北極域研究センター　准教授

北極研究・アジア研究・歴史学・地理学・国際関係学・観光学などさまざまな
分野の専門誌に論文を発表しています。

（ ２ ）スウェーデン・ストックホルム市

地熱業界の機会と課題について

発表者：ベースロードグループ事業開発部部長  
　　　　横山　亮
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（ 2 ）札幌市の取組紹介

日本の再エネ供給基地と金融センター
を目指して

発表者：札幌市副市長　天野　周治

（ 3 ）デンマーク大使館

デンマークにおけるGX

発表者：�デンマーク大使館経済外交エネルギー
担当公使参事官　ヤコブ・ラスムセン

（ 4 ）北海道大学

北海道大学が取り組むGX 
（グリーントランスフォーメーション）

発表者：�北海道大学サステイナビリティ推進機
構SDGs事業推進部門教授　加藤　悟

特別テーマに関する講演  日時：2024年12月18日（水）15：00～16：30
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

�

特別テーマ：冬の都市におけるGX（グリーントランスフォーメーション）
GXは、産業革命以来の化石エネルギー中心の産業構造、社会構造をクリーンエネルギー中心へ転換し、経済成長へつ
なげる取組です。この講演では、札幌・北海道が進めているGXに関する取組を紹介・共有し、冬の都市に共通するエネ
ルギー課題について考える機会とするため、デンマーク大使館や北海道大学などの関係者から発表が行われました。

（ 1 ）あいさつ

札幌市長　秋元　克広

第20回世界冬の都市市長会議
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シティネット及びアルマティ市からの発表  日時：2024年12月18日（水）16：30～17：00
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

 
世界冬の都市市長会では環境問題といった地球規模の課題を議論する際の参加プレイヤーの拡大、冬の都市以外とのネッ

トワークの構築を図るため、国内外の国際会議を実施している組織や団体と連携し、市長会の会員都市以外を含めた議論
を実施することを目指しています。

今回は持続可能な開発を推進する国際ネットワークであるCityNet（シティネット）とそのメンバーであるアルマティ
市からその活動について発表いただきました。

（ １ ）CityNet

シティネットの紹介

発表者：シティネット事務局 事業上級職員
　　　　チェン・フィ

（ ２ ）カザフスタン・アルマティ市

アルマティ - 環境課題

発表者： アルマティ開発センター 
分析部上級職員 

　　　　カラムカス・ベイッセンバエワ

都市間連携発表  日時：2024年12 月19日（木）10：00～10：40
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

ウランバートルの寒冷地における環境インフラ導入促進事業 
発表者： 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
　　　　海外事業部副主幹　藤井　雅規

世界冬の都市市長会のネットワーク活用事例と
して札幌市とウランバートル市の都市間連携に関
する発表を行いました。

北海道大学学生発表  
みんなが楽しめる冬へ！ 
誰もが安心して利用できる環境づくり
発表者：北海道大学　新渡戸カレッジ　学生

北海道大学　新渡戸カレッジは各学部・大学
院での専門教育や研究に加えて、グローバル社
会で活躍するために必要なマインドスキルを身
につけたい学生を対象とする分野横断型の教育プログラムです。その新渡戸カレッジにおいて世界冬の都市市長会議でもこれ
まで重要な議論のテーマとなってきた冬の都市特有の課題とその解決策について検討してきた学生が、冬の都市におけるまち
づくりに関する提案を発表しました。
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全体会議・閉会式  日時：2024年12月19日（木）10：40～11：30
会場：札幌コンベンションセンター　特別会議場

 
秋元克広札幌市長から、 3 日間の会議の総括が行われた後、今回の市長会議における議論の成果を取りまとめた「札幌

宣言」と「第20回世界冬の都市市長会議決議」が採択されました。

札幌宣言
世界冬の都市市長会は、「冬は資源であり、財産である」というスローガンのもと、1981年に札幌市が提唱し、翌年に

初めての市長会議を開催をしたのが始まりである。初期の市長会議では、冬の都市の人々を苦しめる雪や冬の寒さを乗り
越え、快適な冬の生活を実現するため何ができるのか、冬の生活課題について議論を行ってきた。2000年代に入ると、地
球環境問題が世界的にも大きな関心事となった。市長会議においてもこれをテーマに取り上げ議論を行い、冬の都市の環
境保全の取り組みを国際社会にアピールしてきた。そして、2016年以降は今後の市長会議における新たな方向性として、
冬の都市のまちづくりをテーマに取り上げている。今回の市長会議のメインテーマは、「冬の都市の新たな可能性～持続
可能な社会の実現～」であり、持続可能な社会を目指すなかで、冬の都市の新たな可能性としてどのようなことが考えら
れるのか発表や議論を行い、冬の都市が持ちうるまちづくりの魅力を世界に向けて発信することができた。また、特別テー
マとして「冬の都市におけるGX」を掲げ、関連する先進的な話題を共有し、冬の都市に共通するエネルギーの課題につ
いて議論する機会ともなった。気候変動の影響を目に見える形で受けやすい冬の都市において、再生可能エネルギーの活
用促進は共通の課題であり、脱炭素の取り組みを通じて環境問題など、地球規模の課題解決にも我々の活動が寄与してい
ることをここに確認し、引き続き最大限の努力を行うこととする。我々冬の都市は更なる連携を深めるとともに、世界冬
の都市市長会が積雪寒冷地の都市を主導する存在となることを目指し、ここ札幌から共に未来に向かって持続可能な社会
を実現していくことを宣言する。

第20回世界冬の都市市長会議決議事項
1 ． 新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越え、対面による交流を再開できたのは、世界冬の都市市長会がこれまで培っ

てきた強い絆によるものであり、ここに市長会の結束を再確認する。

2 ． 今会議で採択された「札幌宣言」に基づき、各都市は次の事項について引き続き最大限努力するとともに、可能な範
囲で数値目標を設定し、次回市長会議においてその取り組みを報告する。

　　（ 1 ）エネルギーの転換と削減に関する取り組み
　　（ 2 ）大気汚染などに関する環境保全の取り組み

3 ． 冬の都市のノウハウの共有や学び合いというメリットを一層高めるため、行政はもちろんのこと、民間企業や学術研
究者等の多様な主体から幅広いテーマに関する発表・議論を行うことで、市長会自体が活性化し、国際ネットワーク
としての価値が高まることを目指す。

4 ．世界冬の都市市長会の発展に対して貢献されたチェ・ムンスン華川郡首を名誉会員とする。

5 ．今会議の運営を支援した札幌市民を讃える。

［写真提供：広報課］

第20回世界冬の都市市長会議
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記者会見  日時：2024年12月19日（木）12：00～12：30
会場：札幌コンベンションセンター　中ホール

 
3 日間にわたり札幌コンベンションセンターで開催された市長会議の終了後、記者会見を行いました。
会見では、まず世界冬の都市市長会の会長である札幌市長が、会議全体について説明を行い、札幌宣言ならびに決議事

項の内容について発表するとともに、札幌市長としての感想を述べました。
その後、会員都市を代表し、フィンランド・ロヴァニエミ市 ヴァイニオ市長および韓国・麟蹄郡 パク副郡首のお二人

からコメントをいただき、会見に参加したウランバートル市も交えて記者からの質疑・応答が行われました。

個別会談
 

市長会議の休憩時間などに、市長会ネットワークを活用し、会員都市や学術機関等間の個別会談（バイミーティング）
を実施しました。

事前に希望する相手やテーマを募集しマッチングを行うことで、二者間ならではの充実した深みのある会談が行われ、
市長会ネットワーク機能の強化につながりました。
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食事



昼食とコーヒーブレイク
会議期間中の昼食とコーヒーブレイクの提供は札幌コンベンションセンターの中のレストランSORAにてビュッフェス
タイルで提供しました。

昼食

17日（火）、18日（水）、19日（木）の 3日間の昼食は毎日異なるメニューを提供しました。
また、アレルギー、ベジタリアン等にも配慮しました。

日 12月17日（火） 12月18日（水） 12月19日（木）

時間 11：30～13：30 12：00～13：45 11：30～14：00

会場 レストランSORA

メニュー 冷製メニュー 6種　温製メニュー 9種　※各日異なるメニュー

コーヒーブレイク

17日（火）、18日（水）の午後の休憩時間にはコーヒーブレイク会場を設けて対応しました。
コーヒーなどの飲み物とともに北海道の人気のお菓子を提供しました。

日 12月17日（火） 12月18日（水）

時間 16：00～16：30 14：30～15：00

会場 レストランSORA

スイーツ 6 種類 5種類

ドリンク コーヒー・水
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札幌市長主催歓迎レセプション  日時：2024年12月17日（火）19：00～
会場：札幌パークホテル 1 F ザ・テラスルーム

秋元札幌市長の主催者挨拶、市政アドバイザーの山中　燁子氏のご挨拶、札幌市議会副議長のしのだ　江里子氏の乾杯
で歓談がスタート。

ビュッフェ・立食スタイルで北海道食材をふんだんに使用したメニューを提供しました。
またベジタリアン・ビーガン対応等にも配慮しました。
アトラクションでは日本の民謡をアレンジし、津軽三味線と和太鼓で魅了する「和心ブラザーズ」が演奏を行い、参加

者のみなさんは和やかに語らいながらさらに親交を深めました。
最後は市長会の副会長都市のひとつである韓国の華川郡 副郡首　ジ・ギソン氏のご挨拶と乾杯で終了しました。

メニュー

＜冷製料理＞
お刺身の盛り合わせ／鶏肉とクリームチーズのトルティーヤ／スモークサーモンと北海道産オニオンのマリネ／季節野菜
のサラダ、オリーブオイルとバルサミコ添え／キノコマリネと北海道産パテドカンパーニュ／新得わんこ蕎麦 昆布出汁
／北海道産米変わり巻き寿司盛り合わせ
＜温製料理＞
石狩汁／北海道産百合根の洋風茶碗蒸し 甘海老銀餡／北海道産鮟鱇と帆立貝のブルギニョン バゲット添え／厚揚げとラ
タトゥイユのオーブン焼き／鶏もも肉の梅シソ焼き マスタード風味 和風ネギソース／ケイジャン香るオランダポークの
低温ロティ じゃが芋のリヨネーズ添え／北海道産ローストビーフ 山わさび和風ソース／季節野菜のペンネ・トマトソー
ス／パエリア
＜デザート＞
フルーツ盛り合わせ

アトラクション

和心ブラザーズ
津軽三味線と和太鼓のユニット　津軽三味線：新田　昌弘　和太鼓：しんた

第20回世界冬の都市市長会議

34



世界冬の都市市長会会長主催レセプション  
日時：2024年12月18日（水）19：00～
会場：札幌パークホテル ３ F エメラルド

世界冬の都市市長会会長の秋元札幌市長の挨拶、参加都市の代表としてウランバートル市上下水道局長トゥルフー・ツォ
グトサイハン氏からのご挨拶、韓国・麟蹄郡副郡首 パク・ヒョンボン氏の乾杯の発声で懇談がスタートしました。

前日同様、ビュッフェ・立食スタイルで北海道食材を使用し、ダイバーシティへの配慮を行ったメニューを提供し、ア
トラクションでは札幌国際情報高校吹奏楽部が踊りながら演奏するパフォーマンス「ダンプレ」で参加者のみなさんを楽
しませました。

最後は参加都市のひとつである韓国 太白市 経済局長ジョン・インスク氏のご挨拶と乾杯で終了しました。

メニュー

＜冷製料理＞
海の幸のマリネ ペペロンチーノ／鶏肉とクリームチーズの生春巻き／キノコマリネと合鴨スモーク／鰆のタタキと野菜
のお浸し 昆布ポン酢ジュレ／北海道産米細巻き・太巻き盛り合わせ 野菜のみ／新得わんこ蕎麦 昆布出汁／札幌名物ラー
メンサラダ
＜温製料理＞
フライドポテト 2 種／季節野菜のペンネ・アラビアータ／サーモンとラタトゥイユのオーブン焼き／鶏肉と南瓜のニョッ
キ フリカッセ風 彩り野菜添え／ポークファルスのパイ包み焼き ソース・ムータルド／豆腐のステーキ キノコあんかけ
／小海老と帆立貝の塩焼きそば／麻婆豆腐と北海道産白米
＜デザート＞
フルーツ盛り合わせ
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視察・エクスカーション



視察  日時：2024年12月19日（木）14：00～20：00

視察コース：�水素ステーション→チ・カ・ホ［札幌駅前通地下広場］（2024ウインターシティーズ・
ショーケース会場）→札幌市民交流プラザ（札幌国際芸術祭との連携企画展会場）
→鶴雅ビュッフェダイニング札幌（夕食）→さっぽろホワイトイルミネーション／ミュ
ンヘン・クリスマス市�in�Sapporo

会議終了後には市内の各施設やイベントの視察を行いました。各施設で概要の説明を受け、参加者の皆さんは熱心に聞
き入っていました。

エクスカーション  日時：2024年12月20日（金） 9：30～19：00

エクスカーションコース：�福山醸造→さっぽろ羊ケ丘展望台（昼食）→大倉山ジャンプ競技場→
白い恋人パーク→海鮮家はこだて本店（夕食）

福山醸造では日本の伝統的な醤油や味噌を作っている工場を見学し、昼食はさっぽろ羊ヶ丘展望台で北海道名物のジン
ギスカンを堪能。
大倉山ジャンプ競技場では札幌オリンピックミュージアム名誉館長でありリレハンメル五輪スキー・ノルディック複合
団体金メダリストの阿部雅司さんにご案内いただきました。
普段選手しか入れないジャンプのスタート地点やミュージアムの様々な体験を参加者の皆さんは心ゆくまで楽しんでい
ました。
白い恋人パークではチョコレートの製造工程の見学やイルミネーションを楽しみました。
夕食は日本スタイルの居酒屋で交流を深めました。

水素ステーション 札幌市民交流プラザ さっぽろホワイトイルミネーション
（電子伝導性コンクリートパネルによる融雪実
証試験会場）
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関連行事



ウインターシティーズ・ショーケース
日　時：2024年12月19日（木）15：00～19：00
　　　　　　　12月20日（金）11：00～19：00
　　　　　　　12月21日（土）11：00～17：00
会　場：札幌駅前通地下広場（チ・カ・ホ）憩いの空間［W］
出展者：AWL株式会社、株式会社メカノクロス

世界冬の都市市長会の会員都市や市長会議参加都市のPR展示などを行いました。

世界冬の都市市長会×札幌国際芸術祭 
「札幌の冬を変える！札幌国際芸術祭の10年を振り返る」

日時：2024年12月16日（月）18：00～20：00（プレオープン）
　　　　　　12月17日（火）12：00～20：00
　　　　　　12月18日（水）12：00～20：00
　　　　　　12月19日（木）12：00～18：00
会場：札幌市民交流プラザ（中央区北 1 西 1 ）SCARTS 1 階モールA・B

市長会議の開催にあわせ、世界冬の都市市長会と札幌国際芸術祭（Sapporo International Art Festival 略称：S
サ イ ア フ

IAF）
の連携企画展を実施しました。

札幌国際芸術祭は、 3 年に一度開催される特別なアートイベントで、初回のSIAF2014に始まり、2024年の 1 月から 2
月にかけては初の冬開催となるSIAF2024を開催しました。企画展では、SIAFが冬に実現してきたプログラムとともに10
年の歴史を振り返りました。

［写真提供：広報課］ ［写真提供：広報課］
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ビジネス交流会
日時：2024年12月18日（水）セミナー　13：00～15：00　
　　　　　　モンゴル企業との交流会　15：00～16：30
会場：札幌コンベンションセンター107、108会議室

冬の都市市長会議の開催にあたり、モンゴル企業が複数札幌を訪問することから、モンゴル国が持つ魅力をPRし、日
本企業のモンゴル国進出の可能性を探りました。

セミナー内容

挨　拶：札幌市経済観光局 経済戦略推進課長　菊田　昭子
　　　　在札幌モンゴル国名誉領事館  名誉領事　竹内　一秋様
挨拶兼モンゴル国PR：ウランバートル市上下水道局長　トゥルフー・ツォグトサイハン様
講演①：モンゴルから北海道でのビジネス事例　
　　　　　株式会社ファームズ千代田代表取締役　アブガンドロージン・アバラゼデ様
講演②：北海道からモンゴルでのビジネス事例①
　　　　　北海道ポラコン株式会社 代表取締役　中島　康成様
講演③：北海道からモンゴルでのビジネス事例②
　　　　　理研興業株式会社 代表取締役社長　柴尾　幸弘様

交流会

＜モンゴル国参加企業＞

社名
モンゴル国商工会議所
グローバル・デザインLLC（Global Design LLC）
ザイイン・ウグージ合同会社（Zayiin Uguuj LLC）
ヌンジグ・カシミヤLLC（Nunjig Cashmere LLC）
ロードサービス提供者協会（Association of Roadside Service Providers NGO）
イク・エレニ・ヌLLC（Ikh Ereenii Nuruu LLC）

第20回世界冬の都市市長会議
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冬の都市フォーラム
日時：2024年12月21日（土）14：00～16：00（受付：13：00～13：50）
会場：共済ホール（中央区北 4西 1）

世界冬の都市市長会の紹介や、国立大学法人東京海洋大学名誉博士・客員教授のさかなクンをお招きして、近年の市長
会議において主要なテーマとなっている地球環境に関する講演を行いました。

≪プログラム≫

時　間 内　容

14：00 主催者あいさつ、世界冬の都市市長会の活動紹介
札幌市長　秋元克広

14：15 講演「冬のお魚と地球環境」
国立大学法人東京海洋大学名誉博士・客員教授　さかなクン

15：30 さかなクンと秋元市長による感想・コメントなど
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看板・バックパネル・記念品

吊り看板

記念撮影用バックパネル

立て看板
900×2700mm 900×2100mm

名札 名札ストラップ

代表者用記念品（雪小紋の小
皿）

コングレスバッグ

記念品（お菓子・カ
トラリーセット・ス
テンレスボトル）

133x83mm 代表者用 133x83mm

The 20th WWCAM
Mayors Conference
The 20th WWCAM

Mayors Conference
Sapporo, Japan

Venue
Sapporo Convention Center

Dates
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第20回
世界冬の都市市長会議
日本・札幌市

会期：2024年12月17日～21日

会場：札幌コンベンションセンター　他

報告書

第20回世界冬の都市市長会議（日本・札幌市）
報告書




